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年利、％

2016/12　①4.35％　②3.27％　③3.02％（月末値）
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マクロ経済過熱指数
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新築住宅価格
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グラフで見る中国経済 2017 年１月号（Ｎｏ．９２） 

中国景気は緩やかに持ち直している。まず企業部門では、２０１６年１１月の輸出が前年比+０．１％とわずかなが

ら８か月ぶりに前年実績を上回り、また同月の鉱工業生産も同+６．２％と、自動車製造の増勢拡大もあり、伸びが

やや高まった。１２月の製造業ＰＭＩも５１．９と４か月連続で中立水準の５０を上回り、約４年ぶりの高水準となった。

内訳をみると、「生産」は約６年ぶりの高水準を記録し、生産の先行指標である「新規受注」も２９か月ぶりの高水準

となった。また家計部門では、１１月の小売売上高が前年比+１０．８％と２０１５年１２月以来の高い伸びとなった。 

【今月のトピック：中国、「穏中求進」方針継続】 ２０１６年１２月開催の中央経済工作会議では、２０１７年の習近平体

制の経済運営方針が示された。それによると、２０１７年秋に開催される中国共産党第１９回全国代表大会に向けて、

経済の安定成長を重視する方針が打ち出された。具体的には、これまでの「穏中求進（経済成長を合理的な範囲に維

持しながら、経済の質と効率を向上させる）」という基本方針が再び強調された。今後、インフラ投資プロジェクトの承認

加速などによる「積極的な財政政策」の継続や、預金準備率の引き下げなどが模索される見込みである。 

（出所）中国人民銀行、中国国家統計局、ブルームバーグ 
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（出所）中国国家統計局、中国海関総署、中国汽車工業協会、中国物流購買連合会、中国人民銀行、ＣＥＩＣ、ブルームバーグ 
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